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   当連結会計年度は四半期報告制度の導入初年度であるため、「１．連結経営成績に関する定性的情報」及び「２．

  連結財政状態に関する定性的情報」における前年同期比較分析には、前年同期の参考値を用いています。 

  

 当第３四半期連結累計期間（平成20年12月１日～平成21年８月31日）の当社グループをとり巻く経営環境は、国内

外の自動車をはじめ産業機械、電機・電子など広範な産業分野において、急激かつ大幅に市場が収縮するなど、かつ

てない厳しい状況にありました。 

 このような環境のもと、当社グループは、独自のエンジニアリングビジネスを切り口に、新興国市場やエネルギ

ー・インフラストラクチャー分野など新しい収益基盤の確立に努めてまいりました。しかしながら、工作機械や建設

機械などの既存分野の需要低迷が大きく影響し、当第３四半期連結累計期間の売上高は、785億76百万円と前年同期

に比べ48.9％の減収となりました。このうち、国内向けの売上高は510億60百万円（前年同期比51.4％減）、海外売

上高は275億15百万円（同43.7％減）であります。 

 利益面につきましては、急激な売上・生産の減少に対し、材料・外注費の低減や人件費をはじめとした固定費、販

売費・一般管理費など諸費用の削減にとり組みましたが、操業度の低下の影響が大きく、当第３四半期連結累計期間

の営業損失は39億74百万円（同172億36百万円の減益）、経常損失は52億84百万円（同175億54百万円の減益）となり

ました。これに、特別損失3億78百万円、法人税等17億45百万円を計上した結果、当第３四半期連結累計期間の四半

期純損失は72億54百万円（同143億97百万円の減益）となりました。 

     

事業の種類別セグメントの業績につきましては、次のとおりであります。 

  機械工具事業では、航空機やエネルギー関連向けの精密工具、工作機械が底堅く推移しましたが、自動車向けの

工作機械やロボットが設備投資抑制の動きを受けて大きく落ち込み、機械工具トータルの売上高は272億30百万円

（前年同期比53.2％減）となり、19億67百万円(同55億42百万円の減益)の営業損失となりました。 

  部品事業では、鉄道車輌や造船などインフラストラクチャー関連向けの高機能ベアリングや省エネ油圧ユニット

の需要が伸長しましたが、建設機械や工作機械向けが低水準にとどまり、部品トータルの売上高は442億43百万円

(同45.4％減）となり、17億60百万円（同100億54百万円の減益)の営業損失となりました。 

  その他の事業では、特殊鋼や熱処理装置の需要低迷により、売上高は71億2百万円（同51.0％減）となり、2億83

百万円（同16億55百万円の減益）の営業損失となりました。   

  

（資産、負債及び純資産の状況）  

  当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、1,722億36百万円となり、前連結会計年度末に比べ202億8百万円減少

しました。主な増減としましては、現金及び預金が93億32百万円増加し、減少は、受取手形及び売掛金192億20百万

円、棚卸資産51億15百万円、有形固定資産39億37百万円などであります。負債合計は、1,188億89百万円となり、前

連結会計年度末に比べ100億23百万円減少しました。主な増減としましては、借入金が137億93百万円増加し、支払手

形及び買掛金が257億71百万円減少しました。 

 純資産合計は533億46百万円となり、前連結会計年度末に比べ101億84百万円減少しました。主な減少としまして

は、利益剰余金92億89百万円、評価・換算差額等が5億48百万円であります。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期連結累計期間の連結キャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動による資金の減少は74億 

99百万円となりました。これは、主として減価償却費69億85百万円、売上債権の減少183億26百万円などにより資金

が増加し、税金等調整前四半期純損失55億95百万円、仕入債務の減少249億26百万円などにより資金が減少したこと

によるものであります。投資活動による資金の減少は74億48百万円となりました。これは、主として有形固定資産の

取得による支出82億78百万円、有形固定資産売却による収入8億13百万円などによるものであります。財務活動によ

る資金の増加は247億46百万円となりました。これは、主として、借入金の純増額143億10百万円、社債の発行72億50

百万円によるものであります。 

 これらの結果、当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は222億22百万円となり、前連結会計年

度末に比べ93億88百万円の増加となりました。  

【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報
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 今後の見通しにつきましては、自動車など一部の業界で生産回復の動きがありますが、産業機械分野全般にわたる

生産動向は、依然として低水準の状態にあり、総じて厳しい状況が続くものと考えられます。 

  当社グループとしましては、機械加工、ロボット、機能部品、材料・熱処理技術を相互に連環させた「ナチビジネ

ス」を展開し、ひき続き市場の拡大が期待できるエネルギー・インフラストラクチャー分野、新興国市場の開拓にと

り組んでまいります。また、製造面での徹底したコストダウンをはじめ、調達・物流、研究開発、人事・組織など経

営のあらゆる面で改革を推しすすめ、安定した収益基盤を構築し、業績の向上に努めてまいります。 

  

  

該当事項はありません。   

  

   

（簡便な会計処理）  

１.たな卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。  

２.固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。  

３.法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によ

っております。   

  

  

  (会計処理基準に関する事項の変更) 

 １. 四半期財務諸表に関する会計基準の適用  

 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

 ２. 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更  

 通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりま

したが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18

年７月５日公表分）が適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については

収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。この変更による当第３四半期連結累計

期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微であります。なお、セグメン

ト情報に与える影響は軽微であります。  

 ３. 「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱

い」（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。この

変更による当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は

軽微であります。なお、セグメント情報に与える影響は軽微であります。  

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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 ４. リ－ス取引に関する会計基準の適用 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によ

っておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計

審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができる

ことになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係

る会計処理によっております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却

の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。この変更

による当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微

であります。なお、セグメント情報に与える影響は軽微であります。 また、リース取引開始日がリース会

計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、引き続き通常の賃貸借取引

に係る方法に準じた会計処理によっております。   
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年11月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 22,334 13,001

受取手形及び売掛金 19,287 38,507

商品及び製品 13,552 14,433

仕掛品 8,284 12,034

原材料及び貯蔵品 5,836 6,319

その他 4,235 6,548

貸倒引当金 △138 △228

流動資産合計 73,390 90,617

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 31,552 31,858

機械装置及び運搬具（純額） 37,606 45,922

その他（純額） 14,299 9,614

有形固定資産合計 83,458 87,395

無形固定資産 398 403

投資その他の資産   

投資有価証券 11,875 9,801

その他 3,113 4,227

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 14,988 14,027

固定資産合計 98,845 101,827

資産合計 172,236 192,444

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,321 40,093

短期借入金 42,853 36,687

未払法人税等 183 1,287

その他 6,261 13,824

流動負債合計 63,620 91,892

固定負債   

社債 14,330 7,100

長期借入金 28,258 20,630

退職給付引当金 5,212 6,081

役員退職慰労引当金 5 22

負ののれん 57 47

その他 7,405 3,138

固定負債合計 55,269 37,020

負債合計 118,889 128,913

(株)不二越（6474）　平成21年11月期第３四半期決算短信

－6－



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年11月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 16,074 16,074

資本剰余金 11,562 11,567

利益剰余金 25,683 34,972

自己株式 △173 △175

株主資本合計 53,147 62,439

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 3,276 2,029

為替換算調整勘定 △5,506 △3,710

評価・換算差額等合計 △2,229 △1,681

少数株主持分 2,428 2,772

純資産合計 53,346 63,530

負債純資産合計 172,236 192,444
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年12月１日 
 至 平成21年８月31日) 

売上高 78,576

売上原価 67,948

売上総利益 10,627

販売費及び一般管理費 14,602

営業損失（△） △3,974

営業外収益  

受取利息 73

受取配当金 143

負ののれん償却額 17

持分法による投資利益 52

その他 394

営業外収益合計 680

営業外費用  

支払利息 1,067

その他 923

営業外費用合計 1,990

経常損失（△） △5,284

特別利益  

固定資産売却益 4

貸倒引当金戻入額 56

ゴルフ会員権売却益 6

特別利益合計 67

特別損失  

固定資産売却損 1

固定資産除却損 75

特別退職金 300

ゴルフ会員権売却損 1

特別損失合計 378

税金等調整前四半期純損失（△） △5,595

法人税、住民税及び事業税 167

法人税等調整額 1,577

法人税等合計 1,745

少数株主損失（△） △86

四半期純損失（△） △7,254
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成21年８月31日) 

売上高 23,153

売上原価 20,567

売上総利益 2,585

販売費及び一般管理費 4,770

営業損失（△） △2,184

営業外収益  

受取利息 19

受取配当金 103

負ののれん償却額 6

持分法による投資利益 13

その他 257

営業外収益合計 401

営業外費用  

支払利息 387

その他 188

営業外費用合計 575

経常損失（△） △2,359

特別利益  

固定資産売却益 0

投資有価証券評価損戻入益 27

貸倒引当金戻入額 46

ゴルフ会員権売却益 6

特別利益合計 81

特別損失  

固定資産売却損 0

固定資産除却損 17

特別退職金 14

ゴルフ会員権売却損 0

特別損失合計 33

税金等調整前四半期純損失（△） △2,312

法人税、住民税及び事業税 7

法人税等調整額 187

法人税等合計 194

少数株主損失（△） △13

四半期純損失（△） △2,494
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年12月１日 
 至 平成21年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △5,595

減価償却費 6,985

負ののれん償却額 △17

貸倒引当金の増減額（△は減少） △80

退職給付引当金の増減額（△は減少） △869

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △16

受取利息及び受取配当金 △216

支払利息 1,067

持分法による投資損益（△は益） △52

有形固定資産売却損益（△は益） △2

有形固定資産除却損 75

売上債権の増減額（△は増加） 18,326

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,131

仕入債務の増減額（△は減少） △24,926

その他 △5,335

小計 △6,527

利息及び配当金の受取額 236

利息の支払額 △1,058

法人税等の支払額 △1,177

法人税等の還付額 1,026

営業活動によるキャッシュ・フロー △7,499

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △8,278

有形固定資産の売却による収入 813

投資有価証券の取得による支出 △24

貸付けによる支出 △27

貸付金の回収による収入 39

その他 30

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,448

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,155

長期借入れによる収入 18,895

長期借入金の返済による支出 △8,739

社債の発行による収入 7,250

セール・アンド・リースバック取引による収入 5,476

リース債務の返済による支出 △251

配当金の支払額 △1,989

少数株主への配当金の支払額 △51

その他 2

財務活動によるキャッシュ・フロー 24,746

現金及び現金同等物に係る換算差額 △409

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 9,388

現金及び現金同等物の期首残高 12,833

現金及び現金同等物の四半期末残高 22,222
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年12月１日 至 平成21年８月31日） 

 （注）１．事業区分は、経営管理上採用している区分及び販売市場の類似性を考慮して決定いたしました。 

２．事業区分の主要な製品 

(1) 機械工具事業…工具、工作機械、ロボット 

(2) 部品事業………ベアリング、油圧機器 

(3) その他の事業…特殊鋼、運送、情報処理関連 

  

   

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年12月１日 至 平成21年８月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．日本以外の区分に属する主な国又は地域 

(1) 米 州…米国、カナダ、ブラジル 

(2) 欧 州…ドイツ、チェコ 

(3) アジア…シンガポール、タイ、オーストラリア、中国  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

  
機械工具事業

（百万円） 
部品事業

（百万円） 
その他の事業

（百万円） 
計

（百万円） 
消去又は全社 
（百万円） 

連結

（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  27,230  44,243  7,102  78,576  －  78,576

(2）セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
 441  190  4,272  4,904 (4,904)  －

計  27,671  44,434  11,374  83,480 (4,904)  78,576

営業利益又は営業損失(△)  △1,967  △1,760  △283  △4,012  37  △3,974

【所在地別セグメント情報】

  
日本 

（百万円） 
米州 

（百万円）
欧州 

（百万円）
アジア 

（百万円）
計 

（百万円） 

消去又は 

   全社 

（百万円） 

連結 
（百万円）

売上高               

(1）外部顧客に対する 

売上高 
 59,806  8,686  3,131  6,952  78,576  －  78,576

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 9,210  248  140  683  10,282 (10,282)  －

計  69,016  8,934  3,271  7,635  88,859 (10,282)  78,576

営業利益又は営業損失(△)  △4,874  △273  △70  260  △4,958  983  △3,974
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当第３四半期連結累計期間（自 平成20年12月１日 至 平成21年８月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によってす。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

(1）米 州…米国、カナダ、ブラジル 

(2）欧 州…ドイツ、イギリス、フランス 

(3）アジア…中国、台湾、韓国、シンガポール、タイ、オーストラリア 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

【海外売上高】

  米州 欧州 アジア 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  9,331  3,381  14,802  27,515

Ⅱ 連結売上高（百万円）        78,576

Ⅲ 連結売上高に占める 
海外売上高の割合（％） 

 11.9  4.3  18.8  35.0

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考資料」 

前年同四半期に係る連結財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

  

  
前第３四半期連結累計期間 
（自 平成19年12月１日 

至 平成20年８月31日） 

区分 金額（百万円） 

Ⅰ 売上高  153,829

Ⅱ 売上原価  120,178

売上総利益  33,651

Ⅲ 販売費及び一般管理費  20,388

営業利益  13,262

Ⅳ 営業外収益  781

Ⅴ 営業外費用      1,774

経常利益  12,269

Ⅵ 特別利益  71

Ⅶ 特別損失       178

税金等調整前四半期純利益  12,162

法人税、住民税及び事業税  3,894

法人税等調整額  900

少数株主利益  224

四半期純利益  7,143
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（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

  
前第３四半期連結累計期間 
（自 平成19年12月１日 

   至 平成20年８月31日） 

区分 金額（百万円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー      

税金等調整前四半期純利益  12,162

減価償却費  7,655

退職給付引当金の増減額（△は減少）  △831

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少）  △25

受取利息及び受取配当金  △338

支払利息   852

持分法による投資損益（△は益）   △48

有形固定資産売却益   △8

有形固定資産売却損   5

有形固定資産除却損  172

投資有価証券売却益  △61

売上債権の増減額（△は増加）   △1,323

たな卸資産の増減額（△は増加）   △2,472

仕入債務の増減額（△は減少）   3,872

その他   △4,444

小計  15,166

利息及び配当金の受取額  363

利息の支払額  △847

法人税等の支払額   △5,158

営業活動によるキャッシュ・フロー  9,524

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー      

有形固定資産の取得による支出   △17,494

有形固定資産の売却による収入   534

投資有価証券の取得による支出  △1,081

投資有価証券の売却による収入  84

その他  29

投資活動によるキャッシュ・フロー  △17,928

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー      

短期借入金の純増減額（△は減少）   4,669

長期借入れによる収入   6,310

長期借入金の返済による支出   △7,636

社債償還による支出  △150

配当金の支払額   △1,989

その他   228

財務活動によるキャッシュ・フロー  1,430

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額  △21

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（△は減少）  △6,994

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  20,965

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末残高  13,971
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前第３四半期連結累計期間（自 平成19年12月１日 至 平成20年８月31日） 

  

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成19年12月１日 至 平成20年８月31日） 

  

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成19年12月１日 至 平成20年８月31日） 

  

（３）セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

  
機械工具事業

（百万円） 
部品事業

（百万円） 
その他の事業

（百万円） 
計

（百万円） 
消去又は全社 
（百万円） 

連結

（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  58,230  81,100  14,498  153,829  －  153,829

(2）セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
 2,358  683  6,764  9,807 (9,807)  －

計  60,589  81,783  21,263  163,636 (9,807)  153,829

営業利益  3,574  8,293  1,372  13,240  22  13,262

【所在地別セグメント情報】

  
日本 

（百万円） 
米州 

（百万円）
欧州 

（百万円）
アジア 

（百万円）
計 

（百万円） 

消去又は 

   全社 

（百万円） 

連結 
（百万円）

売上高               

(1）外部顧客に対する 

売上高 
 120,546  16,006  7,990  9,285  153,829  －  153,829

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 17,482  820  362  924  19,590 (19,590)  －

計  138,029  16,827  8,353  10,209  173,419 (19,590)  153,829

営業利益  10,190  1,444  224  874  12,734  527  13,262

【海外売上高】

  米州 欧州 アジア 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  18,182  8,617  22,040  48,841

Ⅱ 連結売上高（百万円）        153,829

Ⅲ 連結売上高に占める 
海外売上高の割合（％） 

 11.8  5.6  14.4  31.8
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